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第
１
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
髙
森
正
雄

事
務
局
長
よ
り
、
主
に
次
の
よ
う
な
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
新
規
会
員
の
積
極

的
勧
誘
の
実
施
及
び
全
国
の
会
員
へ
の

情
報
発
信
の
拡
大

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
同
窓
会
の
情
報
発
信

に
つ
い
て
は
、
発
信
を
担
う
人
材
の
不
足

か
ら
目
立
っ
た
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

新
規
会
員
の
勧
誘
に
関
し
て
は
、
卒
業

生
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
に
つ
い

て
、
校
友
会
の
チ
ャ
ネ
ル
を
利
用
で
き
る

こ
と
を
確
認
し
、
２
０
２
５
年
度
６
月
以

降
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
卒
業
生
へ
の

同
窓
会
資
料
配
布
に
つ
い
て
は
、
上
述
の

校
友
会
の
チ
ャ
ネ
ル
を
利
用
す
る
こ
と
で

代
替
で
き
る
た
め
、
当
期
以
降
は
と
り
や

め
る
こ
と
と
し
た
。
新
入
生
に
対
し
て
は
、

大
学
の
協
力
を
得
て
、
入
学
時
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
時
に
配
布
を
行
っ
た
。

②
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
対
話
や
イ
ベ

ン
ト
の
実
施

２
０
２
４
年
６
月
に
東
京
証
券
取
引
所

見
学
を
実
施
し
、
見
学
後
に
昼
食
会
を
催

す
な
ど
、
学
生
と
同
窓
会
会
員
と
の
交
流

を
図
っ
た
。
一
方
、
学
生
と
同
窓
会
会
員

と
の
対
話
は
、
授
業
や
ア
ル
バ
イ
ト
等
学

生
側
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
同
窓
会
側
の
タ
イ

ミ
ン
グ
と
の
調
整
が
難
し
い
こ
と
と
、
多

摩
と
い
う
地
理
的
制
約
も
あ
り
、

２
０
２
５
年
度
、
法
政
大
学
経
済
学
部

同
窓
会
定
期
幹
事
総
会
・「
経
済
学
部
オ
レ

ン
ジ
の
集
い
」
が
、
６
月
７
日
（
土
）
の

午
前
10
時
30
分
か
ら
、
四
ツ
谷
駅
前
の
主

婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
４
階
「
シ
ャ
ト
レ
」
に
て
、
約

30
名
が
出
席
し
、
定
期
幹
事
総
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
最
初
に
、
こ
の
１
年
間
に
亡

く
な
っ
た
物
故
者
33
名
へ
の
黙
祷
が
行
わ

れ
、
続
い
て
、
村
田
紀
敏
会
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
そ
の
後
、
議
長
、
副
議
長
の
選
出

が
行
わ
れ
、
議
事
へ
と
移
り
ま
し
た
。

主
な
議
題
は
次
の
２
つ
で
す
。

■
第
１
号
議
案　

２
０
２
４
年
度
事
業
報

告
、
決
算
報
告
承
認
、
監
査
報
告
の
件

２
面
へ

定
期
幹
事
総
会
を
開
催
、
続
い
て
の
オ
レ
ン
ジ
の
集
い
で
は

菅
原
琢
磨
教
授
に
よ
る
医
療
・
介
護
の
政
策
対
応
の
講
演
が

定期幹事総会で参加者を前に報告する
髙森事務局長

2025年忘年の集いの
お知らせ

日比谷公園にほど近い、“ラグジュアリー
な大人の隠れ家ダイニング” をうたう、素
敵なレストランの一角を貸切ってのイタ
リアンです。最低催行人数35人のしばり
がありますので、奮ってご参加ください

日　　時：2025年12月6日（土）12時～
開催場所：有楽町「綴」（イタリアン）
　　　　　千代田区有楽町1-9-3
　　　　　糖業会館・ニッポン放送本社
　　　　　ビル地下1階　
　　　　　日比谷駅B1出口徒歩１分、
　　　　　有楽町駅徒歩3分
　　　　　URL: https://tsuzuri.owst.jp/
会　　費：8,000円（飲み放題付）
参加される方は11月21日（金）までに、
事務局宛メール：jimukyoku@hoseikeiyukai.jp
電話：042-783-2550

（電話の場合は火曜日・金曜日9:30 ～ 15:30）
または
髙森宛メール：masao-tk@jcom.zaq.ne.jp
電話：090-8567-6935にお申し込みく
ださい。
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実
施
困
難
な
の
が
実
状
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
卒
業
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
ー
に
て
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
ゲ
ー

ム
「
負
け
る
が
勝
ち　

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」

を
行
い
、
卒
業
生
は
も
と
よ
り
、
経
済
学

部
教
授
会
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
た
。

③
同
窓
会
運
営
等
に
関
す
る
現
状
と
課
題

の
洗
い
出
し

今
後
の
同
窓
会
運
営
の
課
題
の
洗
い
出

し
を
行
う
た
め
の
基
本
的
資
料
と
し
て
、

２
０
２
４
年
度
中
の
事
務
局
長
の
行
動
記

録
を
作
成
し
た
。

■
第
２
号
議
案　

２
０
２
５
年
度
活
動
方

針
・
事
業
計
画
、
予
算
案
承
認
の
件

第
２
号
議
案
に
つ
い
て
も
、
髙
森
正
雄

事
務
局
長
よ
り
、
主
に
次
の
よ
う
な
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

１
・
基
本
活
動
方
針

定
例
会
合
は
通
常
ど
お
り
開
催
す
る
と

と
も
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
例

年
ど
お
り
進
め
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
会
員
へ
の
情
報
配
信

に
つ
い
て
は
、
そ
の
あ
り
方
及
び
発
信
元

に
関
し
、
改
め
て
検
討
す
る
。

２
０
３
０
年
を
目
途
と
し
た
経
済
学
部

の
市
ケ
谷
移
転
計
画
も
考
慮
し
、
将
来
の

経
友
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
行
う
。

以
上
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
２
０
２
５

年
度
に
つ
い
て
は
以
下
の
内
容
の
実
現
に

向
け
て
注
力
す
る
。

①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
新
規
会
員
の
積
極

的
勧
誘
の
実
施
及
び
全
国
の
会
員
へ
の

情
報
発
信
の
拡
大

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
同
窓
会
の
情
報
発
信

に
つ
い
て
、
発
信
・
配
信
を
行
う
複
数
の

担
当
を
探
索
・
決
定
す
べ
く
努
力
を
重
ね

　

・
希
望
者
を
募
っ
て
の
食
事
会
や
旅
行

等
の
実
施

　

・
学
生
支
援
活
動
の
継
続
「
デ
ィ
ベ
ー
ト

大
会
」「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」

　

・「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
の
支
援
・
協
力

 

・
教
授
会
執
行
部
と
の
定
期
懇
談
会
開
催

 

・
校
友
会
及
び
他
学
部
同
窓
会
と
の
連
携

す
べ
て
の
報
告
、
提
案
が
行
わ
れ
た
後
、

採
決
に
入
っ
た
結
果
、
第
１
号
議
案
、
第

２
号
議
案
と
も
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
・
予
算
に
つ
い
て
は
、
３
ペ
ー
ジ

に
記
載
し
ま
す
。

＊	

　
　
　

＊　
　
　

＊

定
期
幹
事
総
会
に
続
き
、
11
時
30
分
か

ら
は
、
会
場
を
９
階
の
「
ス
ズ
ラ
ン
」
に

移
し
、
経
済
学
部
教
授
会
と
の
共
催
で
「
オ

レ
ン
ジ
の
集
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

司
会
は
学
生
会
代
表
の
上
田
晴
歩
さ
ん

が
務
め
、
村
田
紀
敏
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
来
賓
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
法
政
大
学
経
済
学
部
教
授
の

菅
原
琢
磨
先
生
か
ら
、「
ど
う
な
る
、
ど
う

す
る
日
本
の
医
療
・
介
護

―
２
０
４
０

年
に
向
け
た
政
策
対
応
」
と
い
う
演
題
で

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
埼
玉
県
校
友
会
顧
問
の
大
井

巳
喜
彦
氏
の
音
頭
で
乾
杯
。
昨
年
同
様
着

座
形
式
で
の
会
食
を
楽
し
み
、
最
後
は
、

肩
を
組
ん
で
校
歌
斉
唱
。
来
年
の
再
会
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

る
。
ま
た
、
卒
業
生
へ
の
加
入
呼
び
か
け

や
資
料
の
提
供
に
つ
い
て
、
校
友
会
の
チ
ャ

ネ
ル
を
活
用
し
、
年
２
回
の
実
施
を
目
指

す
。
新
規
加
入
会
員
に
対
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
商
品
の
提
供
も
継
続
す
る
。

上
記
施
策
を
推
進
し
つ
つ
、
引
続
き
同

窓
会
の
将
来
の
人
材
確
保
に
も
努
め
る
。

②
学
生
と
の
対
話
に
関
す
る
再
検
討

学
生
会
と
の
情
報
交
換
を
密
に
し
、
既

存
会
員
と
の
対
話
の
機
会
を
学
生
会
員
を

中
心
に
提
供
す
べ
く
、
方
法
を
模
索
す
る
。

③
同
窓
会
運
営
等
に
関
す
る
現
状
と
課
題

の
洗
い
出
し

事
務
局
長
が
中
心
と
な
っ
て
、
同
窓
会

運
営
に
関
す
る
現
状
把
握
及
び
課
題
の
洗

い
出
し
を
行
う
と
と
も
に
、
運
営
の
省
力

化
及
び
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
、
常
任
幹

事
や
顧
問
を
交
え
て
率
直
な
議
論
を
行
う
。

加
え
て
、
事
務
局
長
作
成
資
料
に
基
づ
き
、

各
種
行
事
・
会
議
の
設
営
等
に
関
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
同
窓
会
運
営
の
継

続
性
の
維
持
を
図
る
。

２
・
経
常
的
な
活
動
の
実
施

以
下
の
経
常
的
な
活
動
を
実
施
す
る
。

・「
経
済
学
部
オ
レ
ン
ジ
の
集
い
」
の
開
催

・
教
授
会
と
の
「
卒
業
祝
賀
会
」
の
共
催

　
・
同
窓
会
報
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
運
営

　
・
エ
ン
ジ
ョ
イ
経
友
会
活
動
の
継
続
（
新

年
七
福
神
巡
り
、
桜
を
観
る
会
等
）

菅原琢磨先生の「どうなる、どうする日本の医療・介護
―2040年に向けた政策対応」と題した講演

最後は恒例のスクラムを組んでの校歌斉唱
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■
24
度
決
算

収
入
は
、
予
算
比
プ
ラ
ス
18
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
年
会
費
収
入
が
予
算
比
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
た
半
面
、
終
身
会
費
残
高
か

ら
の
繰
入
及
び
寄
付
金
収
入
が
予
算
を
上

回
り
ま
し
た
。
経
済
学
部
オ
レ
ン
ジ
の
集

定
期
幹
事
総
会
で
24
年
度
決
算
・
25
年
度
予
算
を
承
認

引
続
き
学
生
支
援
金
へ
の
寄
付
を
お
願
い
し
た
い

こ
れ
ら
は
次
年
度
に
必
要
な
品
目
の
前
倒

し
購
入
を
反
映
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
結
果
、
一
般
会
計
と
終
身
会

費
積
立
の
合
計
繰
越
金
は
、
前
年
度
末

比
25
万
円
増
の
４
３
６
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

一
方
、
学
生
支
援
金
は
、
会
員
の
皆

さ
ま
か
ら
の
積
極
的
な
寄
付
を
反
映
し

て
、
繰
越
金
が
２
０
６
万
円
に
増
加
し

ま
し
た
。

■
25
年
度
予
算

収
入
は
、
実
績
比
19
万
円
減
を
想
定
し

ま
す
。
会
費
、
寄
付
金
、
名
刺
広
告
す
べ

て
に
お
い
て
保
守
的
に
見
込
ま
ざ
る
を
得

な
い
た
め
で
す
。

支
出
は
、
実
績
比
６
万
円
減
を
目
指
し

ま
す
。
人
件
費
は
、
大
学
の
給
与
改
定
の

連
動
に
よ
り
微
増
と
な
り
ま
す
が
、
事
務

用
消
耗
品
費
等
は
、
前
年
度
の
前
倒
し
購

入
で
、
か
な
り
の
減
少
と
な
り
ま
す
。
郵

送
料
金
引
上
げ
の
影
響
に
よ
り
、
会
報
発

送
費
は
約
５
割
の
上
昇
と
な
る
見
込
み
で

す
。
会
報
を
除
き
、
郵
送
手
段
を
極
力
減

ら
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
生
支
援
金
は
寄
付
金
で
成
り
立
っ
て

お
り
、
支
出
は
60
万
円
程
度
を
見
込
む
た

め
、
寄
付
金
な
し
で
は
３
年
程
度
で
枯
渇

す
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
引
続
き
支
援
金

へ
の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
事
務
局
長　

髙
森　

正
雄
）

い
に
対
す
る
校
友
会
か
ら
の
補
助
金
や
雑

収
入
も
プ
ラ
ス
に
寄
与
し
ま
し
た
。

支
出
は
、
予
算
比
プ
ラ
ス
４
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
会
報
発
行
費
・
発
送
費
が
予

算
比
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
一
方
、
事
務
用

消
耗
品
、
事
務
用
印
刷
費
、
通
信
運
搬
費

等
が
予
算
を
上
回
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

2024年度決算及び2025年度予算 　（単位千円）

24 年度
予算

24 年度
決算 差異 25 年度

予算

年会費収入
終身会費収入
寄付金収入（一般活動支援）
名刺広告収入
ＨＰバナー広告収入
校友会費納入還付金
校友会活動補助金
雑収入

1,360 
410 
360 
860 
120 
54 

40 

1,284 
485 
454 
830 
120 
18 

106 
93  

△ 76
75
94

△ 30
0

△ 36
106
53

1,230 
428 
400 
800 
120 
30 

105 
80 

収入計 3,204 3,390 186 3,193

人件費
事務用消耗品費
事務用備品費
事務用印刷費
通信運搬費
会報発行費
会報発送費
賃借費
渉外費
雑費

1,562 
30 
18 

120 
190 
726 
323 
60 
53 

100   

1,580 
51 
32 

191 
221 
638 
277 
59 
73 

102   

18
21
14
71
31

△ 88
△ 46
△ 1

20
2

1,600 
20 
18 
60 

150 
700 
400 
60 
50 

100   

支出計 3,182 3,224 42 3,158

［前年度よりの繰越金］ 2,229   

収入―支出
終身会費次年度繰越金
次年度以降会費収入

166 
1,942 

30   

［次年度への繰越金］ 4,367   

（学生支援積立金） （支出内訳）
 前年度繰越金  
 収入（寄付）
 支出（内訳右欄）

1,911
861
704 

各種大会賞金
卒業祝賀会費用	
メルマガ運用費用
振込手数料

120
450
120
14次年度繰越金 2,068 

＊数字は千円未満を四捨五入した概算ですので、合計額と合わない場合があります
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第
16
回
学
生
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
決
勝
戦
開
催

　大
学
の
根
源
を
問
う
テ
ー
マ
で
論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

私
た
ち
学
生
会
は
、
学
び
と
挑
戦
の
場

を
創
出
す
べ
く
、
年
間
を
通
し
て
様
々
な

企
画
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
中
で
も

印
象
深
い
の
は
、
ゼ
ミ
合
同
説
明
会
、
デ
ィ

ベ
ー
ト
大
会
、
プ
レ
ゼ
ン
大
会
の
三
つ
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ま
ず
、
ゼ
ミ
合
同
説
明
会
で
は
、
多
く

の
１
・
２
年
生
に
向
け
て
、
各
ゼ
ミ
の
魅
力

を
伝
え
る
場
を
設
け
ま
し
た
。
ゼ
ミ
所
属

学
生
や
教
員
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
学
生
目
線
で
ゼ
ミ
を
比
較
・
検
討
で

き
る
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
実
際
の
雰
囲
気
が

よ
く
分
か
っ
た
」「
自
分
に
合
っ
た
ゼ
ミ
を

見
つ
け
ら
れ
そ
う
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

次
に
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
で
は
、
異
な
る

学
年
・
学
科
の
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
チ
ー
ム
を

組
み
、
社
会
課
題
に
対
し
て
論
理
的
に
意
見

を
ぶ
つ
け
合
い
ま
し
た
。
正
解
の
な
い
問
い

に
向
き
合
う
中
で
、
多
角
的
な
視
点
を
持
つ

こ
と
の
重
要
性
や
、
自
ら
の
考
え
を
他
者
に

伝
え
る
表
現
力
の
鍛
錬
に
繋
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
白
熱
し
た
議
論
の
中
で
、
学
年
や
立

場
を
超
え
た
交
流
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

集
大
成
と
も
い
え
る
プ
レ
ゼ
ン
大
会
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を

も
と
に
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
準
備
か
ら

当
日
の
発
表
ま
で
、
主
体
的
に
取
り
組
む

姿
が
印
象
的
で
、
発
信
力
や
表
現
力
を
高

め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
、
私
は
「
主
体

性
を
持
っ
て
企
画
・
運
営
す
る
こ
と
の
面

白
さ
」
と
「
仲
間
と
協
働
し
て
成
果
を
創

出
す
る
喜
び
」
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
は
、

よ
り
多
く
の
学
生
が
、
自
ら
の
可
能
性
に

挑
戦
で
き
る
よ
う
な
場
を
作
り
、
学
年
や

学
科
の
垣
根
を
越
え
て
学
び
を
共
有
で
き

る
、
学
生
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

上
うえ

田
だ

　晴
はる

歩
と

　経済学科３年　
黒田　俊太郎ゼミ

育
は
専
門
教
育
よ
り
重
要
で
あ
る
か
、
否

か
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
論
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

各
々
が
肯
定
と
否
定
の
立
場
に
立
っ
て

立
論
を
展
開
し
、
さ
ら
に
立
場
を
入
れ
替

え
て
立
論
し
ま
し
た
が
、
難
解
な
テ
ー
マ

で
あ
る
が
故
に
甲
乙
つ
け
難
い
展
開
と
な

り
ま
し
た
。

審
査
員
は
、
大
学
か
ら
経
済
学
部
坂
本

憲
昭
教
授
及
び
大
森
祥
輔
准
教
授
、
同
窓

会
か
ら
花
澤
良
三
幹
事
長
の
３
名
が
務
め

ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
の
チ
ー
ム
に
軍
配
を

挙
げ
る
か
、
相
当
悩
ま
れ
た
様
子
で
し
た
。

審
査
の
結
果
、
優
勝
は
宮
崎
ゼ
ミ
①
、

準
優
勝
は
中
谷
ゼ
ミ
に
決
ま
り
、
竹
口
経

済
学
部
長
か
ら
賞
状
が
、
村
田
同
窓
会
会

長
か
ら
賞
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
村
田
会
長
か
ら
会
場
の
学
生
に

対
し
、
論
戦
は
、
相
手
を
負
か
す
こ
と
で

は
な
く
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
行
う
こ

と
が
肝
要
で
、
と
く
に
社
会
に
出
た
時
に

は
、
そ
う
し
た
精
神
を
重
ん
ず
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
は
じ
め
て
相
手
を
説
得
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
結
び
、
決
勝
戦
の
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

（
事
務
局
長　

髙
森　

正
雄
）

６
月
21
日
（
土
）
13
時
か
ら
、
経
済
学

部
棟
の
教
室
で
、
経
済
学
部
学
生
デ
ィ
ベ
ー

ト
大
会
の
決
勝
戦
が
、
３
時
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
、
経
済
学
部
同
窓
会
か
ら
も
、

審
査
員
を
含
め
５
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
８
チ
ー
ム
に
よ
る
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
宮
崎
ゼ
ミ
①
と
中
谷
ゼ
ミ
の

２
チ
ー
ム
に
よ
り
、「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教

多摩の息吹
学生会は、ゼミ合同説明会、

ディベート大会、プレゼン大会に
主として取り組んできました

優勝の宮崎ゼミ①（右）、準優勝の中谷ゼミ（左）
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経
済
学
部
事
務
課

【
専
任
職
員
】

《
転　

出
》

　

課
長　

中　

塚　

雅　

則

　
　
　
　
　

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

多
摩
事
務
課

　
　
　
　

武　

原　

竜　

士

　
　
　
　
　

学
務
部
学
務
課
学
務
担
当

《
転　

入
》

　
　
　
　

清　

水　

悠　

輔

　
　
　
　
　

人
事
部
付
陸
前
高
田
市

　
　
　
　
　
（
出
向
）
よ
り

　
　
　
　

武　

田　

琉　

那

　
　
　
　
　

新
入
職
員

《
昇　

進
｠

　

課
長　

飯　

塚　

朋　

子

　
　
　
　
　

多
摩
事
務
部
経
済
学
部
事
務

　
　
　
　
　

課
経
済
学
部
（
担
当
）
主
任

　
　
　
　
　

よ
り

　

主
任　

瀬
戸　

正
輝

　
　
　
　
　

多
摩
事
務
部
経
済
学
部
事
務

　
　
　
　
　

課
経
済
学
部
（
担
当
）
よ
り

（
以
上
25
年
６
月
１
日
付
）

朴　
　
　

倧　

玄 

教　

授

　

地
理
学
（
都
市
地
理
学
）

古　

澤　

直　

人 

教　

授

　

日
本
中
世
史

宮　

﨑　

憲　

治 

教　

授

　

計
量
経
済
学
、
マ
ク
ロ
経
済
学

湯　

前　

祥　

二 

教　

授

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

ジ
ュ
リ
ア
・
ヨ
ン
グ 

教　

授

　

国
際
関
係
企
業
史

【
経
済
学
科
】	

	

阿　

部　

俊　

弘 

教　

授

　

統
計
科
学

飯　

野　
　
　

厚 

教　

授

　

応
用
言
語
学
、
英
語
教
育
学

伊　

藤　

健　

彦 

准
教
授

　

社
会
心
理
学

王　
　
　
　
　

荍 

准
教
授

　

英
語
教
育
、
自
然
言
語
処
理

大　

森　

祥　

輔 

准
教
授

　

応
用
数
学
、
数
理
物
理
学

岡　

部　

雅　

史 

教　

授

　

環
境
科
学
、
生
物
学
、

小　

黒　

一　

正 

教　

授

　

財
政
学
、
公
共
経
済
学

小　

沢　

和　

浩 

教　

授

　

情
報
処
理

ジ
ョ
ン
・
カ
レ
ン
ガ 

教　

授

　

西
洋
経
済
史

河　

村　
　
　

真 

教　

授

　

産
業
組
織
論
、
応
用
計
量
経
済
学

黒　

田　

俊
太
郎 

教　

授

　

日
本
文
学

小　

林　

克　

也 

教　

授

　

地
方
財
政
論

酒　

井　
　
　

正 

教　

授

　

労
働
経
済
学

坂　

本　

憲　

昭 

教　

授

　

制
御
理
論

篠　

原　

隆　

介 

教　

授

　

公
共
経
済
学
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
、

　

ゲ
ー
ム
理
論

芝　

田　

幸
一
郎 

教　

授

　

ペ
ル
ー
考
古
学
・
人
類
学
・

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究

菅　
　
　

富
美
枝 

教　

授

　

契
約
法
、消
費
者
法
、イ
ギ
リ
ス
法
、

　

法
社
会
学

菅　
　
　

幹　

雄 

教　

授

　

経
済
統
計

菅　

原　

琢　

磨 

教　

授

　

社
会
政
策
論
、
医
療
経
済
学
、

　

医
療
関
連
産
業
の
産
業
組
織
論

杉　

本　

龍　

勇 

教　

授

　

ス
ポ
ー
ツ
経
済
学
、

　

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学

ロ
バ
ー
ト
・
ス
ト
ラ
ウ
ド 

教　

授

　

英
語
教
育
学
、
応
用
言
語
学

石　
　
　
　
　

碩 

准
教
授

　

中
国
文
学

タ
ナ
カ
・
ジ
ェ
イ 
准
教
授

　

英
語
教
育
学
、
応
用
言
語
学

田　

村　

理　

香 
教　

授

　

ア
メ
リ
カ
文
学

張　
　
　
　
　

欣 

教　

授

　

中
国
文
学

友　

松　

夕　

香 

教　

授

　

経
済
人
類
学

中　

谷　

安　

男 

教　

授

　

応
用
言
語
学

西　

澤　

栄
一
郎 

教　

授

　

環
境
政
策
論

西　

村　
　
　

健 

教　

授

　

ゲ
ー
ム
理
論
、オ
ー
ク
シ
ョ
ン
理
論
、

　

実
験
経
済
学

新　

田　

誠　

吾 

教　

授

　

19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
の

　

ド
イ
ツ
文
学

橋　

本　
　
　

到 

教　

授

　

フ
ラ
ン
ス
語
、
フ
ラ
ン
ス
文
学

濱　

秋　

純　

哉 

准
教
授

　

公
共
経
済
学
、
応
用
計
量
経
済
学

平　

井　

俊　

行 

教　

授

　

ゲ
ー
ム
理
論
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
、

　

公
共
経
済
学

田　

村　

晶　

子 

教　

授

　

国
際
経
済
学
、
マ
ク
ロ
経
済
学
、

　

応
用
計
量
経
済
学

冨　

永　

靖　

敬 

教　

授

　

国
際
関
係
論

倪　
　
　
　
　

彬 

教　

授

　

国
際
経
済
学
、
開
発
経
済
学
、

　

応
用
計
量
経
済
学

馬　

場　

敏　

幸 

教　

授

　

ア
ジ
ア
経
済
、
技
術
移
転
、

　

技
術
経
営

ブ
ー
・
ト
ウ
ン
・
カ
イ 

教　

授

　

国
際
マ
ク
ロ
経
済
学
の
理
論
と
実
証

馬　
　
　

欣　

欣 

教　

授

　

中
国
経
済
論
、
労
働
経
済
学

松　

野　
　
　

響 

教　

授

　

比
較
認
知
科
学
、
実
験
心
理
学

王　
　
　
　
　

威 

助　

教

　

中
国
経
済
、
労
働
経
済
学

		


【
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
】	

	

梅　

津　

亮　

子 

教　

授

　

管
理
会
計
、
原
価
計
算

岸　
　
　

牧　

人 

教　

授

　

監
査
論

後　

藤　

浩　

子 

教　

授

　

イ
ギ
リ
ス
社
会
思
想
史

胥　
　
　
　
　

鵬 

教　

授

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・

　

ガ
バ
ナ
ン
ス

杉　

浦　

未　

樹 

教　

授

　

世
界
経
済
史

鈴　

木　
　
　

豊 

教　

授

　

契
約
理
論
、
理
論
的
産
業
組
織
論
、

　

企
業
の
理
論

砂　

田　
　
　

充 

教　

授

　

産
業
組
織
論
、
企
業
経
済
学

竹　

口　

圭　

輔 

教　

授

　

財
務
会
計

武　

田　

浩　

一 

教　

授

　

金
融
論

田　

中　

優　

希 

教　

授

　

財
務
会
計

平　

瀬　

友　

樹 

教　

授

　

経
済
理
論
形
成
史

廣　

川　

み
ど
り 

教　

授

　

社
会
的
選
択
論
、
公
共
経
済
学

藤　

田　

貢　

崇 

教　

授

　

物
理
学

松　

波　

淳　

也 

教　

授

　

環
境
経
済
学
、
理
論
経
済
学

萬　

代　
　
　

悠 

教　

授

　

日
本
経
済
史

明　

城　
　
　

聡 

教　

授

　

産
業
組
織
論
、
応
用
統
計
学

八
木
橋　

毅　

司 

教　

授

　

マ
ク
ロ
経
済
学
、
国
際
マ
ク
ロ
経
済

　

学
、
応
用
計
量
経
済
学

山　

﨑　

友　

紀 

教　

授

　

資
源
・
環
境
工
学
、
化
学
、

　

理
科
教
育

山　

田　
　
　

快 

教　

授

　

ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
、

　

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
ン
グ
学

リ
ッ
チ
ン
グ
ス
・
ヴ
ィ
ッ
キ
ー 

准
教
授

　

日
本
語
教
育
学
、
英
語
教
育
学
、

　

日
本
文
学
、
比
較
文
化

		


【
国
際
経
済
学
科
】	

	
池　

上　

宗　

信 

教　

授

　

開
発
経
済
学

奥　

山　

利　

幸 

教　

授

　

理
論
経
済
学

近　

藤　

章　

夫 

教　

授

　

経
済
地
理
学

マ
ニ
ー
シ
ュ
・
シ
ャ
ル
マ	

准
教
授	

　

経
済
学
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ

　

ナ
ン
ス
、
日
本
経
済

進　

藤　

理
香
子 

教　

授

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
論

ジ
ェ
ス
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド	

教　

授	

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
マ
ク
ロ
経
済
学
、

　

労
働
経
済
学

高　

橋　

秀　

朋 

教　

授

　

金
融
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

武　

智　

一　

貴 

教　

授

　

国
際
経
済
学

経
済
学
部
／
教
育
・

　
　研
究
体
制
一
覧

　
２
０
２
５
年
７
月
現
在
の

経
済
学
部
教
授
陣
と
専
攻
分

野
を
紹
介
し
ま
す
︒︵

50
音
順
︶

経
済
学
部
職
員
人
事
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川
南
　
卓
也
（
17
年
卒
）

　
　
岩
見
沢
市
　
47
歳
　

　

今
年
に
入
り
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

（
チ
ャ
ッ
ト
・
ジ
ー
ピ
ー
テ
ィ
ー
）」
が
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

が
人
間
の
質
問
に
対
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
答
え
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
Ａ

Ｉ
は
文
章
に
留
ま
ら
ず
画
像
も
作
成
し
て

く
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
比
較
的
最
近
の
自
分
の
顔
写

真
を
何
枚
か
用
い
て
、
通
学
課
程
の
大
学

生
の
多
く
に
相
当
す
る
、
18
～
22
歳
頃
の

自
分
の
画
像
作
成
を
Ａ
Ｉ
に
指
示
し
た
と

こ
ろ
、
Ａ
Ｉ
は
こ
の
２
つ
の
顔
画
像
を
イ

メ
ー
ジ
し
ま
し
た
（
写
真
下
）。
経
友
会
の

皆
さ
ん
も
、
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
若
い
こ
ろ
の

自
分
の
画
像
を
作
成
し
て
懐
か
し
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
か
。

　

今
年
度
、
建
設
業
経
理
士
検
定
の
合
格

者
を
対
象
に
し
た
登
録
経
理
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）

講
習
を
受
講
し
、
２
級
修
了
証
を
得
ま
し

た
。
前
出
の
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
Ｃ
Ｐ
Ｄ
、
ど
こ
か

間
違
え
そ
う
で
す
ね
。

　
　

 

小
田
　
暉
一
（
60
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
光
市
　
88
歳

　

母
校
の
新
任
総
長
に
Ｄ
ｉ
ａ
ｎ
ａ

Ｋ
ｈ
о
ｒ
さ
ん
が
就
任
さ
れ
た
こ
と
を
、

『
経
済
学
部
同
窓
会
報
』
で
初
め
て
知
り

ま
し
た
。

　

女
性
の
総
長
と
し
て
は
２
人
目
で
す
が
、

一
寸
気
に
な
っ
た
の
は
国
籍
が
イ
ギ
リ
ス

と
の
こ
と
で
す
。
二
重
国
籍
と
な
ら
な
い

よ
う
、
日
本
の
国
籍
を
早
く
取
得
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。（
我
国
の
国
籍
法

で
は
二
重
は
認
め
て
い
な
い
）

　

ま
た
、
六
大
学
野
球
の
対
立
教
戦
を
応

援
に
神
宮
へ
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、

Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
（
現
役
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
）
と

当
方
に
と
っ
て
力
強
く
感
じ
ま
し
た
。
た

だ
、
試
合
が
１
対
２
で
負
け
た
の
が
残
念

で
し
た
。

　
　
　
　

　

池
田
　
亘
（
72
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
市
　
77
歳

渡
邉
佐
平
先
生
の
墓
参

　

今
年
は
佐
平
さ
ん
の
43
回
忌
、
豊
子
奥

様
の
13
回
忌
に
あ
た
り
、
平
成
６
年
佐
平

さ
ん
の
13
回
忌
、
当
初
４
名
で
始
ま
っ
た

墓
参
も
、
今
年
で
Ｏ
Ｂ
会
を
含
め
31
年
目

に
な
り
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
も
紆
余
曲
折
を
経
て

今
年
は
９
名
の
参
加
に
な
り
ま
し
た
。

　

墓
参
後
の
昼
食
会
で
は
近
況
報
告
と
学

生
時
代
の
回
想
に
ふ
け
り
、
皆
の
話
を
繋

ぎ
合
わ
せ
る
と
、
改
め
て
思
い
出
す
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
学
食
の
朝
食
の
味
噌
汁

が
５
円
だ
っ
た
こ
と
や
、
市
ケ
谷
の
大
平

山
の
コ
ッ
プ
酒
が
80
円
、
神
楽
坂
の
パ
チ

ン
コ
屋
マ
リ
ー
、
ニ
ュ
ー
パ
リ
の
思
い
出

話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

梅
雨
入
り
前
の
清
々
し
い
一
日
で
、「
朋

あ
り
遠
方
よ
り
来
た
る
…
…
」
で
し
た
。

高
貴
高
齢
者
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
は
「
学

び
て
時
に
こ
れ
を
習
う
…
…
」
も
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
た
い
で
す
、
反
省
。

　

来
年
は
、
５
月
の
連
休
明
け
の
再
会
を

約
束
し
散
会
し
ま
し
た
。
佐
平
さ
ん
を
慕

う
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
方
々
の
参
加
は
大
歓
迎

で
す
。

角
田
　
勇
（
64
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
山
市
　
84
歳

　

私
が
住
む
千
葉
県
の
東
葛
地
方
に
、
法

政
の
東
葛
校
友
会
が
あ
り
、
約
１
０
０
人

の
会
員
が
い
ま
す
。
私
は
そ
の
中
の
一
人

で
す
が
、
頭
が
下
が
る
の
は
役
員
の
方
々

の
熱
心
さ
で
す
。
ま
ず
、
こ
の
組
織
を
立

ち
上
げ
、
運
営
し
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を

表
し
て
い
ま
す
。
総
会
や
懇
親
会
に
参
加

す
る
人
た
ち
も
、
世
の
荒
波
を
乗
り
切
っ

て
こ
ら
れ
た
た
く
ま
し
さ
と
朗
ら
か
さ
が

あ
り
ま
す
。
法
政
大
学
よ
永
遠
た
れ
！

　
　
　
　

胡
口
　
靖
夫
（
69
年
卒
）

　
　
　
渋
谷
区
　
83
歳

　

私
は
、
２
年
程
前
か
ら
偶
然
独
学
で
俳

句
を
詠
み
始
め
た
初
心
者
で
す
。
本
誌
第

92
号
所
載
の
竹
内
實
昭
氏
の
よ
う
に
、
50

余
年
前
か
ら
句
作
を
始
め
ら
れ
、
毎
月
二

つ
の
句
会
に
参
加
さ
れ
て
お
ら
れ
る
大
先

輩
と
は
〝
段
違
い
〟
で
す
。
そ
れ
を
十
分

承
知
の
上
で
、
も
し
ご
縁
が
あ
れ
ば
ご
指

導
を
賜
り
た
く
ペ
ン
を
執
っ
た
次
第
で
す
。

　

氏
の
最
近
詠
15
句
を
拝
読
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
文
章
の
後
半
に
書
か
れ
た
人

生
を
詠
み
込
ま
れ
た
秀
句
ば
か
り
で
、
小

生
の
感
想
を
述
べ
る
の
は
、
僭
越
の
極
み

で
あ
る
こ
と
は
自
覚
し
て
い
ま
す
。
敢
え

て
一
句
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ

会員
短信

全国の会員から事務局に寄せられたお便りを
紹介します

（　）は西暦年です

  

北
海
道
か
ら

 
埼
玉
か
ら

  

千
葉
か
ら

  

東
京
か
ら
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れ
は
、

　

月
天
心
満
蒙
の
地
の
土
葬
波

に
指
を
屈
し
ま
す
。
蕪
村
の
句
を
踏
ま
え

た
作
品
だ
と
思
い
ま
す
が
、
最
も
心
を
動

か
さ
れ
ま
し
た
。
夜
も
更
け
て
月
が
中
天

に
こ
う
こ
う
と
輝
い
て
い
る
「
日
本
の
生

命
線
」「
王
道
楽
土
」
と
言
わ
れ
た
満
蒙
の

地
で
、
関
東
軍
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
日

本
人
満
蒙
開
拓
団
の
人
々
が
、
異
国
の
土

に
な
っ
た
無
念
の
思
い
を
「
土
葬
波
」
と

表
現
さ
れ
た
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ま
る
で
黒
澤
映
画
の
大
傑
作
『
七
人
の
侍
』

の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
句
会
で
も
最
高
点
を
得
た

も
の
と
思
料
し
ま
す
。

　

さ
て
、
小
生
の
近
況
を
若
干
書
か
せ
て

く
だ
さ
い
。
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
説
明
し

す
ぎ
な
い
こ
と
、
ど
ん
ど
ん
投
句
す
る
こ

と
で
す
。こ
こ
２
年
程
の
間
に「
朝
日
俳
壇
」

「
東
京
俳
壇
」「
愛
媛
文
芸
」「
河
北
俳
壇
」

に
投
句
し
、
合
計
40
句
程
入
選
し
、
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。「
朝
日
」
に
２
句
入
選
し
た

こ
と
は
出
来
す
ぎ
だ
と
自
戒
し
て
い
ま
す
。

「
末
広
が
り
」
の
八
句
を
寄
稿
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
順
不
同
。

　

子
規
の
墓
供
え
た
き
も
の
野
水
仙

　

さ
れ
こ
う
べ
持
て
る
自
画
像
冬
の
星

　

駅
降
り
て
遠
き
秘
湯
や
稲
の
波

　

秘
湯
の
温
泉（
ゆ
）頭
上
の
雪
を
楽
し
め
り

　

０・６
グ
ラ
ム
デ
ブ
リ
取
り
出
す
秋
あ
わ
れ

　

半
分
は
時
雨
れ
て
行
く
や
東
山

　

逆
光
に
燃
ゆ
る
紅
葉
や
神
の
杜

　

ゆ
く
秋
や
重
た
き
チ
ェ
ロ
の
抱
き
心

　

最
後
に
、
竹
内
氏
か
ら
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ

ｏ
ｋ
の
活
用
を
お
薦
め
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
老
生
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
に
ま
っ

た
く
興
味
の
な
い
自
称
「
旧
石
器
時
代
人
」

で
す
。
学
生
時
代
か
ら
の
「
反
抗
心
」
の

な
せ
る
業
で
す
の
で
ご
海
容
く
だ
さ
い
。

池
野
　
健
一
（
73
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
太
田
区
　
76
歳

　

伊
東
光
晴
先
生
は
、
当
時
ケ
イ
ン
ズ
研

究
者
と
し
て
名
高
く
、
今
を
と
き
め
く
先

生
で
し
た
。
そ
の
先
生
が
法
政
大
学
教
授

と
し
て
赴
任
さ
れ
る
こ
と
に
、
小
躍
り
し

て
先
生
の
授
業
は
一
番
前
で
聞
い
て
お
り

ま
し
た
。
伊
東
ゼ
ミ
に
入
門
を
許
さ
れ
ま

し
た
が
、
現
社
を
起
業
し
た
の
と
同
時
で
、

両
立
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
、
30
数
年
間
疎
遠
に
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
あ
る
会
合
で
英
国
で
の

学
校
経
営
体
験
を
講
演
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
き
、
一
番
前
で
伊
東
先
生
に
耳
を
傾

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
は
会
の
会

長
格
で
す
ぐ
に
入
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
先
生
の
指
導
を
直
接
受
け
て

い
る
の
は
私
の
み
と
い
う
理
由
で
、
代
表

世
話
人
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
も
、

先
生
に
報
告
を
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
し
て

お
り
ま
す
。

松
本
　
啓
志
（
71
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
越
前
町
　
76
歳

　

石
川
県
能
美
市
在
住
Ｏ
Ｂ
卯
野
修
三
様

（
81
年
卒
）
の
ご
意
見
に
共
感
し
て
お
り

ま
す
。

　

71
年
卒
の
者
と
し
て
歯
が
ゆ
い
思
い
で

お
り
ま
し
た
が
、
同
じ
北
陸
の
Ｏ
Ｂ
が
同

じ
思
い
で
お
ら
れ
た
事
に
感
激
で
す
。
伝

統
校
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
強
化
に
、

取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

沖
田
　
龍
藏
（
87
年
卒
）

　
　
八
代
市
　
61
歳

　

久
し
ぶ
り
に
お
便
り
し
ま
す
。
同
窓
会

報
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
者
の
一
人
で
す
。

　

一
昨
年
度
、
地
元
の
中
学
校
長
を
役
職

定
年
し
、
１
年
間
、
公
務
員
の
定
年
延
長

に
伴
い
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
若
手
育
成
の
業

務
を
無
事
に
終
え
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
、

週
３
日
勤
務
で
少
し
生
活
に
ゆ
と
り
を
持

ち
、
昨
年
同
様
、
初
任
教
員
の
指
導
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
法
政
で
は
、
日
高
ゼ
ミ

で
学
び
、
卒
業
後
も
日
高
先
生
に
中
学
校

教
育
現
場
の
様
子
を
報
告
し
て
い
た
こ
と

が
、
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

 

福
井
か
ら

  

熊
本
か
ら

日本橋七福神巡りのお誘い
江戸情緒を味わいながら
八つの神社を回る

日本一コンパクトな七福神巡り
①宝田恵比寿神社、 ②椙森神社、 ③笠間稲荷神社
東京別社、 ④末広神社、 ⑤松島神社、 ⑥小網神社、
⑦茶の木神社、 ⑧水天宮　全行程3.5キロを90分
で巡ります

日　　時：2026年1月10日（土）午前10時集合
集　　合：東京メトロ「小伝馬町駅」３番出口
会　　費：中華料理「翠蓮」での昼食代として
　　　　　3,500円（飲物１杯付）
小雨決行。本降りの雨または雪予報の場合は事
前連絡のうえ中止にします

参加される方は12月19日（金）までに、
事務局宛メール：jimukyoku@hoseikeiyukai.jp
電話：042-783-2550

（電話の場合は火曜日・金曜日9:30 ～ 15:30）
または
髙森宛メール：masao-tk@jcom.zaq.ne.jp
電話：090-8567-6935にお申し込みください。
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法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
41
年
経
済
学
部
卒

会

　
　長

村

　田

　紀

　敏

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

一
九
六
〇
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
（
上
杉
ゼ
ミ
）

会
長
代
行

加

　藤

　
　
　毅

〒

東
京
都
板
橋
区
高
島
平
五
｜
三
一
｜
一
二

電

　話

　〇
三
（
三
九
三
〇
）八
六
六
五

175-
0082

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

愛
花
創
業
㈱
代
表
取
締
役

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
46
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

幹
　事
　長

総
務
部
会
長

花

　澤

　良

　三

〒

千
葉
県
市
原
市
ち
は
ら
台
東
二
｜
一
一
｜
一
三

電

　話

　〇
四
三
六
（
三
六
）一
一
六
〇

290-
0141

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
45
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
（
渡
邉
佐
平
ゼ
ミ
）

事
務
局
長

髙

　森

　正

　雄

〒

東
京
都
日
野
市
新
町
一
｜
八
｜
一
九

191-
0002

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

副
　会
　長

佐
々
木

　範

　光

〒

埼
玉
県
所
沢
市
北
岩
岡
一
｜
一
七

電

　話

　〇
四
（
二
九
四
二
）七
八
〇
六

359-
0007

村
串
仁
三
郎
法
政
大
学
名
誉
教
授
　著

「
高
度
成
長
期
日
本
の
国
立
公
園
」

 

｜
自
然
保
護
と
開
発
の
激
闘
を
中
心
に
｜

（
時
潮
社
、
三
五
〇
〇
円
）

著
者
は
一
九
六
九
年
法
政
大
学
大
学
院
（
博
）
単
位
取
得

博
士
（
経
済
学
）

経
済
学
部
同
窓
会
副
会
長
・
Ｈ
Ｐ
副
部
会
長

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

副
　

会
　

長

菅
　
野
　
里
　
見

〒

東
京
都
八
王
子
市
北
野
台
三
｜
四
六
｜
一
一

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
（
六
三
七
）二
五
三
五

192-
0913

昭
和
45
年
経
済
学
部
卒

代
表
取
締
役

会

　
　長

潮

　崎

　敏

　彦

経
済
学
部
同
窓
会
副
会
長

文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
株
式
会
社

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

会

　田

　久
仁
夫

財
政
部
会
長一

九
六
五
年
経
済
学
部
卒
（
高
橋
誠
ゼ
ミ
）

〒

東
京
都
大
田
区
東
雪
谷
三
｜
一
六
｜
八

　
　
　

電
話

　〇
八
〇（
五
八
七
八
）
七
一
一
一

145-
0065

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

小

　倉

　
　
　尚

副
　会
　長

広
報
部
会

昭
和
45
年
経
済
学
部
卒

〒

東
京
都
武
蔵
野
市
御
殿
山
二
｜
二
〇
｜
五

電   

話

　〇
八
〇（
二
〇
〇
六
）
八
七
八
七

188-
0005

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

会

　長

三
和
建
装
株
式
会
社

元   

角   

昌   

三

新
宿
区
西
新
宿
六
丁
目
一
二
番
四
号
（
６
Ｆ
）

電   

話
　
〇
三
（
六
二
五
八
）〇
六
三
四

司
法
書
士
法
人
リ
ー
ガ
ル
エ
ス
コ
ー
ト

行
政
書
士
法
人
リ
ー
ガ
ル
エ
ス
コ
ー
ト

司
法
書
士
・
行
政
書
士

（
１
９
８
８
年
卒
　
靎
見
ゼ
ミ
）

金
　

久
　

保
　
　
健

法
友
体
育
会
顧
問

法
友
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
名
誉
会
長

昭
和
38
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

川

　﨑

　保

　之

〒

東
京
都
府
中
市
四
谷
三
｜
六
四
｜
二
四

電

　話

　〇
九
〇（
二
六
四
八
）六
三
〇
一

183-
0035

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
外
留
学
生
安
全
対
策
協
議
会
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
Ｓ

一
九
七
二
年
経
済
学
部
卒

〒

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
｜
十
二
｜
十
五

日
本
薬
学
会
　
長
井
記
念
館
ビ
ル
一
階

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
六
四
一
八
）〇
七
一
七
・
〇
七
一
六

E-m
ail : kikeno@

jcos.org

150-
0002 理

事
長

池
　
野
　
健
　
一

くれぐれもご自愛を
会報では広告を募集しています。あいさつ
広告と企業広告があります。お申込み
は事務局へ。広告の掲載料金は同窓会
活動に大いに役立っております。幅広い
会員各位のご協力をお願いいたします。
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７
月
８
日
よ
り
２
泊
３
日
で
、
経

友
会
有
志
８
名
と
佐
渡
島
旅
行
に
出

か
け
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
２
月
の

沖
縄
旅
行
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
平
均
年

齢
80
数
歳
で
す
。

新
潟
港
よ
り
、
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ

ル
で
１
時
間
で
両
津
港
に
到
着
で
す
。

ま
ず
ト
キ
の
生
息
地
ト
キ
の
森
公

園
の
見
学
で
す
。
明
治
時
代
ま
で
当

た
り
前
に
い
た
種
が
人
間
の
エ
ゴ
で

絶
滅
し
、
そ
れ
を
増
や
す
為
に
佐
渡

島
の
人
達
は
農
薬
を
使
わ
な
い
で
協

力
し
て
い
ま
す
。
私
達
は
運
の
良
い

事
に
、
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
ト
キ

が
田
圃
の
上
を
自
然
に
飛
ん
で
い
る

と
こ
ろ
を
見
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

２
日
目
は
世
界
遺
産
の
佐
渡
金
山

を
見
学
で
す
。
江
戸
時
代
の
初
め
か

ら
昭
和
の
終
わ
り
ま
で
約
４
０
０
年

間
金
の
採
掘
を
し
て
い
ま
し
た
。
世

界
遺
産
の
、
江
戸
時
代
の
手
掘
り
の

再
現
場
所
を
見
る
事
が
で
き
、
良
く

こ
こ
ま
で
人
の
力
で
掘
り
進
む
事
が

で
き
た
と
感
動
し
ま
す
。

江
戸
時
代
の
通
貨
の
小
判
と
二
分

銀
は
ほ
と
ん
ど
佐
渡
島
で
生
産
さ
れ

た
も
の
で
す
。
採
掘
し
た

石
を
地
上
に
運
び
出
す
、

こ
の
作
業
が
大
変
な
上
に
、

鋳
造
も
大
変
な
手
間
が
か

か
る
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

金
の
採
掘
に
合
わ
せ
て
佐

渡
島
人
口
は
大
幅
に
増
え
、

隆
盛
を
誇
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
有
力
な
就
業
先

が
な
い
た
め
、
毎
年
１
０
０
０
人
以

上
の
人
口
減
に
な
っ
て
い
る
と
の
事

で
す
。

ま
た
佐
渡
島
は
流
人
の
島
で
す
。

有
名
人
で
は
、
日
蓮
と
世
阿
弥
が
知

ら
れ
、
佐
渡
島
の
寺
は
ほ
と
ん
ど
日

蓮
宗
で
す
。
ま
た
能
楽
堂
が
非
常
に

多
い
で
す
。
偉
人
達
は
転
ん
で
も
た

だ
起
き
な
い
。
逆
境
へ
の
対
応
で
非

常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

貴
重
な
ト
キ
や
金
採
掘
跡
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
有
志
で
の
佐
渡
島

幹
事
長　
花
澤
　
良
三

日蓮上人ゆかりの名刹妙宣寺にて
（撮影・伊藤　章）

昭
和
34
年
経
済
学
部
卒

文
京
法
友
会

相
　談
　役

高

　橋

　将

　昭

〒

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
小
向
西
町
四
｜
六
五

電   
話
　
〇
四
四
（
五
一
一
）〇
五
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
四
（
五
五
五
）一
二
八
七

212-
0004

高
橋
建
設
興
業
株
式
会
社

取
締
役
会
長

高
　
橋
　
久
　
之

昭
和
35
年
経
商
卒

昭
和
36
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

〒

北
海
道
枝
幸
郡
枝
幸
町
歌
登
南
町
三
八
〇
｜
四

　
　
　

電   

話

　〇
一
六
三
（
六
八
）
二
八
三
六

098-
5204

南
宗
谷
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

顧

　
　問

深

　井

　信

　朗

日
高
ゼ
ミ
　
１
９
６
９
年
卒

博
士
（
学
術
）

サ
マ
ル
カ
ン
ド
国
立
外
国
語
大
学
名
誉
教
授

現
代
俳
句
協
会
会
員胡

　
口
　
靖
　
夫

経
済
学
部
二
部
会
計
学
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会

　

昭
和
43
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

公
認
会
計
士

税
　理
　士

桑

　原

　正

　信

〒

茨
城
県
古
河
市
古
河
五
四
四
｜
一
四
七

306-
0016〒

杉
並
区
浜
田
山
四
｜
一
六
｜
四

セ
ン
ト
マ
ー
ク
ス
浜
田
山
一
一
六

168-
0065

コ
マ
ニ
ー
株
式
会
社

会

　
　長

塚

　本

　幹

　雄

昭
和
48
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

１
９
７
２
年
経
済
学
部
卒

〒

千
葉
県
市
川
市
南
八
幡
三
｜
七
｜
三

272-
0023

渡
邉
佐
平
ゼ
ミ
同
窓
会
幹
事

池
　
田
　
　
　
亘

横
浜
市
戸
塚
区
戸
塚
町
１
２
０
ア
イ
ラ
ン
ド
・
コ
ア

電   

話
　
〇
四
五
（
八
六
二
）
一
七
〇
〇

株
式
会
社
ア
ウ
ィ
ン
エ
ス
テ
ー
ト

代
表
取
締
役

田
島
　
榮
二
郎

昭
和
37
年
経
済
学
部
卒

年々厳しさが増す残暑に
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事務局からのお知らせ
酷暑続きの毎日ですが、会員の皆さまにおかれま

しては、ご健勝にお過ごしでしょうか。７月下旬の
多摩キャンパスは、試験の終盤に当たり、間もなく
やってくる夏休みに向けて、閑散としております。

この会報でもお知らせしておりますが、12月には
忘年の集い、来年１月には新年七福神巡りがありま
す。準備は万端。皆さまも是非奮ってご参加いただ
ければと思います。

この暑さはしばらく続きそうですが、皆さまどう
ぞお身体を大切になさってください。

・５月17日（土）第５回代表・常任合同幹事会
・５月21日（水）教授会執行部との懇談会
・６月７日（土）定期幹事総会
・６月21日（土）学生ディベート大会（同窓会後援）
・７月８日（火）法政経友会有志による佐渡旅行
　   ～ 10日（木）

・７月19日（土）第１回代表・常任合同幹事会
　　　　　　　  （新入会員との懇談会を兼ねて開催）
・８月22日（金）会報発送作業

・９月20日（土）代表・常任合同幹事会
・11月15日（土）同上
・12月６日（土）忘年の集い
・12月　　　　  学生プレゼンテーション大会
・12月23日（火）会報発送作業

（2026年）
・１月10日（土）新年七福神巡り

（事務局長　髙森　正雄）

最近の活動

今後の予定

【
新
入
会
員
】

　

２
０
２
５
年
４
月
～　
　（ ）

は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

南
條　

紗
潤
（
学
生
）　 

大
垣　

千
裕
（
学
生
）　

岡
野　
　

敬
（
学
生
）　 

峰
岸　

陽
基
（
学
生
）　

鈴
木　

理
宮
（
学
生
）　 

大
槻
幸
太
朗
（
学
生
）

八
木
真
奈
加
（
学
生
）　 

髙
田　

眞
央
（
学
生
）

正
田　

泰
介
（
24
）　　

 

二
関　
　

学
（
04
）

矢
口　
　

賢
（
05
）

【
一
般
活
動
支
援
金
寄
付
】

　

２
０
２
５
年
５
月
～　

１
口　

千
円　

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略　

徳　

田　

邦　

康　

７
口
（
62
）　

川　

南　

卓　

也　

１
口
（
17
）　

会　

田　

久
仁
夫　

12
口
（
67
）

石　

山　

秀　

雄　

10
口
（
75
）　

萱　

野　

健　

次　

20
口
（
60
）　

近　

藤　

光　

夫　

２
口
（
63
）

土　

師　
　
　

猛　

２
口
（
66
）　

髙　

森　

正　

雄　

10
口
（
70
）　

小　

林　

保　

雄　

３
口
（
86
）

太　

田　

荘　

一　

１
口
（
77
）　

浦　

野　
五
左
衛
門　

２
口
（
61
）

徳　

弘　

義　

彦　

10
口
（
59
）

津　

金　

富　

一　

10
口
（
71
）　

秀　

真　

賢　

治　

７
口
（
58
）　

多　

田　
　
　

稔　

１
口
（
56
）

遠　

藤　

忠　

昭　

２
口
（
67
）

【
学
生
支
援
金
寄
付
】

　

２
０
２
５
年
５
月
～　

１
口　

千
円　

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

太　

田　

荘　

一　

１
口
（
77
）　

川　

南　

卓　

也　

１
口
（
17
）

二　

関　
　
　

学　

７
口
（
04
）

　

２
０
２
５
年
５
月
～（ ）

は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

ご
遺
族
の
方
か
ら
次
の
会
員
の
ご
逝
去
の
ご

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

同
窓
会
発
展
の
た
め
に
、
ご
尽
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
泉　

幸
雄
（
51
）　　
　

山
田　

一
麿
（
57
）

北
川　

量
三
（
62
）　　
　

椙
山　

義
郎
（
61
）

前
川　

輝
之
（
64
）　　
　

三
好
由
美
雄
（
66
）

小
林　

保
雄
（
63
）	

宮
内　

良
雄
（
51
）　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
訃
報
】

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
長
寿
会
員
は
、
同
窓
会
費
を
直
近
で
連
続
３
年

以
上
納
入
さ
れ
、
今
年
は
１
９
６
７
年
卒
業
の

会
員
、
通
教
卒
業
生
の
場
合
は
実
年
齢
で
80
歳

に
な
ら
れ
た
会
員
の
方
々
で
す
（
敬
称
略
）

ご
長
寿

寄
付
に
ご
協
力
い
た
だ
き

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

会　

田　

久
仁
夫　
　
　

荒　

木　

光　

夫

飯　

田　

道　

嗣　
　
　

井　

上　

義　

雄

宇
佐
見　

良　

則　
　
　

海
老
原　
　
　

徹

恵　

良　

郁　

文　
　
　

遠　

藤　

忠　

昭

小　

原　
　
　

顕　
　
　

小　

山　

陸　

郎

川　

井　

重　

義　
　
　

川　

迫　

欣　

一

川　

辺　

皓　

司　
　
　

菅　

野　

里　

見

小　

池　

良　

一　
　
　

近　

藤　

和　

郎

笹　

岡　

紀　

和　
　
　

佐
々
木　

範　

光

白　

石　

桂
太
郎　
　
　

須　

田　

司　

郎

瀬
戸
口　
　
　

恵　
　
　

高　

根　

典　

文

利
根
川　

雅　

子　
　
　

豊　

田　

啓　

助

橋　

本　

元　

和　
　
　

南　
　
　

章　

乃

村　

岡　

万　

丈　
　
　

山　

水　

克　

美


